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・うに思われる。 そして、(2)と(3)のような文は「まで」が文末ないし文節末にだけ用いられる






































しようというなら、 してみろ、 足手まといの貨様から先に叩き斬り、 仏頂寺は心僅なく
腹を切って死ぬまでだ。 （大菩涯峠新月の巻）
(7)「おい、 お霜、 今帰ったよ」厨に向かって声を掛けたが、 声が掛かっても唖のことで、
お霜が返辞をしようもない。 いつもの癖で掛けたまでであった。 （名人地獄）
(6)は、 話し手（仏頂寺） が「黄様を斬って自殺する」という決意（判断）を表している。














































































ただし、(20のような「話し手の決意」が読み取れない「 v — るまで」文や、四のような話
し手が自分以外の人物の行動の理由を説明する「v ー たまでだ」文も見られ、『日本語文型
辞典」の記述はこれらの用例を解釈するには不十分であると思われる。
















「 v ー たまでだ」と表記する）、 さらに「 v ー るまでだ」文は「までだ」に前接する事態の
動作主が一人称であるかどうかによって意味を分けることができる。また、「 v ー るまでだ」
か「 v ー たまでだ」かによって意味が異なることには一部の例外も見られる。そのため、 以
下「v — るまでだ」、「v ー たまでだ」、 そして「V ー るまでだ」の例外に分けてそれぞれの
意味を考察していく。





しい。早瀬がこの緑談を結構だ、 と申せば、 直ぐに妙を差上げますよ。 面倒は入らん。
先生が立処に手を曳いて、 河野へ連れてお出でなすって構いません。 早瀬が不可い、 と
云えば、 断然お断りをするまでです。 （婦系図）
閥考へるまではなからう。親友と思うてをるなら、 をる、 さうなけりや、 ないと言ふまで
で是か否かの一つ じゃ。 （金色夜叉）
四大抵の約束を実行する場合を、 よく注意して調べて見ると、 どこかに無理があるにもか





する「親友と思うてをるなら、 をる、 さうなけりや、 ないと言ふ」という事態の動作主は二
人称である。「考えるまではない」という状況の下で、 話し手は淵き手が「親友と思うてを








と考えられる。 ただし、「v ー るまでだ」文の用例は「までだ」に一人称が動作主である事
態が前接するものが圧倒的な多数を占めるため、「v ー るまでだ」文は話し手自身の意志を
表すためのものである傾向があると首える。
「V ー るまでだ」文の表す「決意」や「指示」、 そして「結果提示」の意味は、 「ル形」が
発話時における未実現の事態と関係して 、 未来の可能性に関する話し手の考えを表すことと
関わるように思われる。
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3.3 「V ー るまでだ」の例外
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3.4まとめ
「までだ」構文は、「v ー るまでだ」と「v ー たまでだ」の意味が大きく異なるため、 大き














































したがって、「v ー るまでだ」文も「V ー たまでだ」文も、「までだ」がそれに前接する事
態を極端の場合として示す拗きがあるように思われる。 また、発話時における未実現の事態
を述ぺる「V ー るまでだ」文では、 様々の可能性が考えられるため、 取り上げた事態以外の
可能性が考えられないことも「までだ」によって示されていると思われる。 一方発話時にお
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